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あがつま
年間聖句

『兄弟たち。あなたがたは、自由を与えられる

ために召されたのです。ただ、その自由を肉の

働く機会としないで、愛をもって互いに仕えなさい。』

（ガラテヤの信徒への手紙５章１３節）

♪
賛
美
歌
を
歌

お
う
⑤

『
千
歳

の
岩

よ
』

（
讃
美
歌

：
２
６
０
番
）

英

語

の
四
大

賛

美

歌

の

一
つ
と

も

言

わ

れ
、

最

初

に

日
本

語

に

訳

さ

れ

た

英

語

讃

美

歌

の

一

つ

で

す

。

作

詞
者

は
英

国

国

教

会

の
教

職

で
あ

っ
た

オ

ー

ガ

ス
タ

ス

・
ト

ッ
プ

レ
デ

ィ

（1740-1778

）

で
す
。

ト

ッ
プ

レ
デ

ィ
は
、

ジ

ョ
ン

・

ウ

ェ
ス

レ
ー

に

よ

る

メ

ソ
ジ

ス
ト

運

動

の
中

、

ウ

ェ
ス

レ
ー

派

の
伝

道

者

に

よ

っ
て
回

心

を
経

験

し
、

一
七

六

二
年

に
英

国

国

教

会

の
聖

職

者

と

な

り

ま

し

た

。

（
当

時

ウ

ェ
ス
レ
ー
派

（
メ
ソ
ジ

ス
ト
）
は
、

ま

だ

英

国

国

教

会

の

一
派

で

し

た

。
）

し

か

し

立

場

を

次

第

に

カ

ル
ヴ

ァ

ン

主

義

に

近

づ

け

て

行

き

、

メ

ソ
ジ

ス
ト

運

動

の
指

導

者

で
あ

る
ジ

ョ
ン

・
ウ

ェ
ス

レ
ー

と

は

激

し

い

論

争

を

繰

り

広

げ

ま

す
。

英

国

国

教

会

で

は
、

十

九

世
紀

の
初

め

ま

で
、

自

由

な

創

作

賛

美

歌

を

受

け

入

れ
ず

、

韻

律

詩

篇

歌

だ

け

を

礼

拝

で

用

い

て

い

ま

し

た
。

伝

統

的

礼

拝

を

重

ん

じ
、

創

作

賛

美

歌

を

受

け

入

れ

な

い
人

た

ち

が
多

く

あ

る
中

で
、

大

衆

へ
の

伝

道

を

重

ん

じ

る

ト

ッ
プ

レ
デ

ィ

が

、

伝

統

に
と

ら

わ

れ
ず

に
創

作

し
た
賛

美

歌

の

一
つ
が

こ

の

「
千

歳

の
岩

を
」

で
す
。

〝
弱

い
私

の
内

に

は
罪

を

あ

が

な

う

力

は
な

い
。

た

だ

十
字

架

の
血

の
贖

い
に

よ

っ
て

の
み
洗

い
き

よ

め
ら

れ

る
〟

と

歌

う

こ

の
賛

美

歌

は
、

肺

結

核

の
た

め

に

三

八
歳

の

若

さ

で
亡

く

な

っ
た

ト

ッ
プ

レ
デ

ィ

の
死
後

、

し
ば

ら

く

し

て

か
ら

急

激

に
歌

わ

れ

る

よ
う

に
な

り
、

世

界

中

の

賛

美

歌

集

に

掲

載

さ

れ

、

愛

唱

さ

れ

る

よ
う

に
な

り

ま

し
た
。

（
稲

垣
真
実
）


